
う

.〃

2
4
日
、
ト
ル
コ
東
部
ワ
ン
県
エ
ル
ジ
シ
ュ
で
、
倒
壊
し
た
建
物
か

ら
救
出
し
た
女
児
を
抱
え
、
救
急
車
へ
急
ぐ
隊
員
（
ロ
イ
タ
ー
）

j

J哨

トルコ地震死者260人超す

　
　
【
エ
ル
ジ
シ
ュ
（
ト
ル
コ
東
部
）
＝
三
好
範
英
」
ト
ル
コ
東
部
ワ
ン
県
で
2
3
日
発
生
し
た
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
）
７
・
２
の
地
震
で
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
通
信
に
よ
る
と
、
2
4
日
午
後
（
日
本
時
間

同
夜
）
ま
で
に
県
都
ワ
ン
や
エ
ル
ジ
シ
ュ
で
死
亡
し
た
人
は
２
６
４
人
、
負
傷
者
は
約
１
３
０

０
人
に
な
っ
た
。
今
後
、
周
辺
地
域
の
被
害
状
況
が
判
明
す
る
に
つ
れ
、
犠
牲
者
が
さ
ら
に
増

え
る
恐
れ
が
あ
る
。
△
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
現
地
へ
出
発
3
8
面
▽

ア
パ
ー
ト

次
々
倒
壊

¬

ＩＯ

人

　
　
【
エ
ル
ジ
シ
ュ
（
ト
ル
コ
東

部
）
且
二
好
範
英
」
大
地
震
の

直
撃
を
受
け
た
ト
ル
コ
東
部
の

エ
ル
ジ
シ
ュ
市
に
2
4
日
入
っ

た
。
崩
壊
し
た
ビ
ル
か
ら
死
者

が
発
見
さ
れ
る
た
び
に
家
族
の

悲
痛
な
叫
び
声
が
響
く
。
同
市

だ
け
で
、
１
９
６
人
が
死
亡
し

た
。
ト
ル
コ
の
各
地
か
ら
結
集

し
た
救
援
隊
２
０
０
０
人
が
中

心
と
な
り
、
懸
命
の
救
出
作
業

が
続
い
て
い
る
。
。

　
　
「
携
帯
電
話
で
救
出
を
求
め

て
き
た
人
が
い
る
。
こ
の
下
に

ま
だ
生
存
者
が
い
る
は
ず
だ
」

皿

ら

１

１　＿

　
現
場
で
救
援
活
動
に
あ
た
る

女
性
緊
急
救
援
隊
員
が
そ
う
言

っ
て
、
焦
り
の
表
情
を
見
せ
た
。

　
市
役
所
や
商
店
が
並
ぶ
中
心

街
で
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ー
ト
製
の

５
階
建
て
ア
パ
ー
ト
が
ぺ
し
ゃ

り
と
つ
ぶ
れ
て
い
た
。
そ
の
並

び
の
２
軒
の
ビ
ル
も
大
き
く
傾

き
、
壁
が
崩
落
し
て
ソ
フ
ァ
な

ど
の
家
具
が
む
き
出
し
に
な
っ

て
い
る
。
つ
ぶ
れ
た
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
壁
の
隙
間
か
ら
は
、
力

士
ア
ン
や
衣
類
が
見
え
た
。

　
シ
ョ
ペ
ル
カ
ー
な
ど
重
機
も

使
っ
て
が
れ
き
を
取
り
除
き
、

オ
レ
ン
ジ
色
の
制
服
の
救
援
隊

員
が
折
れ
曲
が
っ
た
柱
の
間
か

ら
中
を
う
か
が
う
。
し
か
し
、

届
く
の
は
悲
報
ば
か
り
だ
。

　
　
「
赤
ん
坊
の
遺
体
が
見
つ
か

っ
た
」
。
救
援
隊
の
１
一
人
が
押

し
殺
し
た
よ
う
な
声
を
上
げ

た
。
や
が
て
黒
い
コ
ー
ト
に
く

る
ま
れ
た
小
さ
な
遺
体
が
救
急

車
に
運
び
込
ま
れ
て
い
っ
た
。

祖
父
と
み
ら
れ
る
初
老
の
男
が

頭
を
か
か
え
号
泣
し
た
。
救
援

隊
の
メ
フ
メ
ト
・
タ
シ
ュ
デ
ミ

ル
さ
ん
（
4
1
）
は
「
隣
に
母
親
の

遺
体
が
あ
る
。
授
乳
中
だ
っ
た

よ
う
だ
」
と
唇
を
か
ん
だ
。
ア

パ
ー
ト
の
住
人
、
イ
ル
マ
ス
・

バ
イ
ラ
ン
さ
ん
（
1
9
）
は
「
す
ぐ

近
く
の
カ
フ
ェ
に
い
た
。
大
き

な
揺
れ
と
同
時
に
３
軒
の
並
び

の
ア
パ
ー
ト
が
次
々
と
倒
れ
て

い
っ
た
。
１
階
店
舗
の
入
り
□

に
い
た
住
人
は
逃
げ
ら
れ
た

が
、
そ
の
他
の
人
は
無
理
だ
っ

た
」
と
泣
き
は
ら
し
た
目
で
語

っ
た
。
隣
の
ア
パ
ー
ト
の
住
人

セ
ラ
ハ
テ
ィ
ン
・
チ
フ
チ
さ
ん

（
7
3
）
も
「
ま
だ
妻
を
は
じ
め
、

家
族
1
0
人
が
閉
じ
込
め
ら
れ
て

い
る
。
1
5
年
前
に
建
て
ら
れ
た

ア
パ
ー
ト
だ
が
、
し
っ
か
り
し

た
建
物
だ
っ
た
の
に
」
と
話
し
、

ぼ
う
然
と
座
り
込
ん
だ
。

ｉ



「
ト
ル
コ
に
恩
返
し
を
」

大
地
震
Ｎ
Ｇ
Ｏ
支
援
の
動
き

　
ト
ル
コ
東
部
で
2
3
目
に
発
生

し
た
大
地
震
。
死
者
は
２
０
０

人
以
上
に
及
ぶ
。
在
日
ト
ル
コ

大
使
館
に
は
支
援
の
申
し
出
が
も
義
援
金
を
送
る
準
備
を
始
め

相
次
ぎ
、
ト
ル
コ
の
都
市
と
姉
る
な
ど
、
支
援
の
動
き
が
広
が

妹
提
携
を
結
ん
で
い
る
自
治
体
犬
っ
て
い
る
。
△
本
文
記
事
１
－

　　　　　　　　　　　　　　一一一

一

面
▽
。

　
東
京
都
渋
谷
区
の
ト
ル
コ
大

使
館
に
は
2
4
日
、
「
物
資
を
送

り
た
い
」
’
「
東
日
本
大
震
災
で

支
援
を
受
け
た
お
返
し
を
し
た

い
」
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
が
相

次
い
だ
。
同
大
使
館
は
「
ま
だ

受
け
入
れ
態
勢
が
整
っ
て
い
な

い
が
、
申
し
出
に
感
謝
し
た
い
」

と
い
う
。

　
１
８
９
０
年
に
和
歌
山
県
沖

で
難
破
し
た
軍
艦
「
エ
ル
ト
ゥ

ー
ル
ル
号
」
の
乗
組
員
を
救
出

し
た
縁
で
ト
ル
コ
と
交
流
が
続

く
同
県
串
本
町
は
2
4
日
、
在
日

ト
ル
コ
大
使
館
に
お
見
舞
い
の

電
報
を
送
り
、
町
役
場
な
ど
３

か
所
に
義
援
金
箱
を
設
置
し

た
。
2
0
入
以
上
の
ト
ル
コ
入
留

学
生
を
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
迎
え

入
れ
て
き
た
同
町
ト
ル
コ
文
化

協
会
の
丸
石
憲
子
代
表
は
「
各

地
に
知
り
合
い
が
お
り
、
安
否

が
気
が
か
り
」
と
心
配
す
る
。

　
ト
ル
コ
西
部
の
ヤ
ロ
バ
市
と

友
好
姉
妹
都
市
と
な
っ
て
い
る

富
山
県
砺
波
市
も
被
害
情
報
を

集
め
て
お
り
、
義
援
金
箱
の
設

置
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

　
一
方
、
国
際
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ム
ダ
）
」
　
（
本
部

・
岡
山
市
）
の
医
師
ら
３
人
は

2
4
日
、
現
地
に
向
け
て
出
発
し

た
。
３
人
は
福
岡
市
の
洲
崎
祐

一
さ
ん
（
6
7
）
と
神
戸
市
の
大
類

隼
人
さ
ん
（
3
0
）
の
２
医
師
と
、

現
地
で
の
調
整
に
あ
た
る
ト
ル

コ
国
籍
で
大
阪
府
在
住
の
イ
ュ

ル
デ
ィ
ス
・
ア
フ
メ
ッ
ト
さ
ん

（
2
3
）
。
両
医
師
は
同
旺
夕
、
Ｊ

Ｒ
岡
山
駅
で
新
幹
線
に
乗
り
込

み
、
同
夜
、
関
西
空
港
で
イ
ュ

ル
デ
ィ
ス
さ
ん
と
と
も
に
、
イ

ス
タ
ン
ブ
ー
ル
ヘ
向
か
う
。
大

類
さ
ん
は
「
発
生
か
ら
時
間
が

た
っ
て
お
ら
ず
、
が
れ
き
の
下

に
埋
も
れ
た
人
が
い
る
か
も
し

れ
な
い
」
と
救
出
へ
の
思
い
を

語
っ
た
。

ｊ
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